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オンライン授業への出席者数増加のための対面特別クラスの実施について 

小野友佳里（秋田市） 

 

１ 「秋田市日本語教室」の概要 

 秋田市は、平成 13 年から日本語教室を開催しており、以前は講師からなる団体に補助

金を交付するなどしていたが、平成 27 年度から市が直営で無料の日本語教室を運営して

いる。 

(1) 実施主体 秋田市（企画調整課国際・都市間交流担当所管） 

(2) 実施目的 秋田市に住む日本語に不慣れな外国人住民が安心して地域社会で暮らすこ

とができるよう、生活に必要な日本語の習得を支援する。 

(3) 実施回数 週１回（年 38 回程度） 

(4) 実施時間 午後６時 30 分～午後８時 

(5) クラス数 日本語レベル別に４クラス（入門、初級Ⅰ、初級Ⅱ、初中級） 

(6) 学習者数 93 名（令和５年２月７日現在） 

(7) 学習者の構成 国籍はインドネシア、ベトナム、フィリピン、中国、モンゴル、アメリカ

など 

在留資格の半数以上は技能実習生、他は就労者、日本人の配偶者、留学生

など 

(8) 講師数 17 名（令和５年２月７日現在） 

(9) 講師要件 

（令和４年度） 

下記(1)～(5)すべてに該当する方 

(1) 下記ア～エのいずれかの資格等を有する方 

  ア 大学又は大学院で日本語教育を専攻し修了した方又は専攻中の方 

  イ 日本語教育能力検定試験（公益財団法人日本国際教育支援協会主

催）合格者 

  ウ 法務省が示した日本語教育機関の告示基準解釈指針における「学士

の学位を有し、かつ、日本語教育に関する研修であって適当と認めら

れるものを 420 単位時間以上受講し、これを修了した者」と認められ

る方 

  エ 150 時間以上の日本語指導経験又はそれに相当する教授歴のある方 

  ※日本語を母語としない場合は、日本語能力試験（独立行政法人国際交

流基金、公益財団法人日本国際教育支援協会主催）でＮ１（１級）を

有する方 

  ※日本国籍以外の場合は、資格外活動許可を受けている方 

(2) 本市指定のオンライン会議システム(Zoom)を使用して日本語で教授で

きる方 

(3) 他の講師と協調して、教室の運営活動に協力できる方 

(4) 令和４年４月１日時点において 70 歳未満の方 

(5) 日本国内に居住し、個人で使用可能なパソコン・インターネット接続

環境および電子メールアドレスをお持ちの方で、電子メール等での引

継・報告・連絡等が可能な方 
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２ 課題設定の背景 

 以前は、中心市街地の貸会議室を使い、対面での授業を行っていたが、新型コロナウイ

ルスの影響により、令和２年 10 月から現在に至るまでオンラインで授業を行っている。 

 開始１年後くらいまで出席者は多かったものの、その後出席者数が減少し始めた。 

令和４年１～３月に全学習者に連絡を取り、可能な限り多くの学習者に Zoom によるイン

タビュー調査を行ったものの、欠席の理由は「仕事の都合」が大半で、オンラインへの切

り替えとの関連や明確な要因はわからなかった。 

 このことから、物理的な問題ではなく、心理的な問題が出席者数減少の原因と考え、学

習者同士の横のつながりや講師や職員へ親近感を持ってもらうことにより改善につながる

のではと考え、交流機会を創出することとした。 
 
３ 実践の内容 

授業とは別に月１回程度、様々なテーマの「特別クラス」を実施した。 
（10～12 月は業務の都合により実施なし。） 
※6月、7月は今回の実践活動の対象外だが、参考までに掲載 

実施時期 タイトル 内容 参加者数 

令和 4年 6月 【オンライン】 

おにぎりワークショップ 

おにぎりやお米についての講義、

各自おにぎりを握り食べる体験、

母国の食べ物の紹介 

2 人 

7 月 【オンライン】 

Happy Monday 

日本語会話テーブル 

（国際教養大の企画とコラボ） 

2 人 

8 月 【対面】 

ミルハスを見に行こう！ 

新文化施設「ミルハス」のやさし

い日本語での館内ツアーと日本語

での会話練習 

15 人 

9 月 【対面】 

秋田のお祭りを体験しよう！ 

秋田市の「竿燈」（東北三大まつ

り）の体験と日本語での会話練習 

7 人 

令和 5年 1月 【対面】 

日本の文化を体験しよう！ 

茶道（講義も有り）とかるたの体

験と日本語での会話練習 

15 人（予定） 

 
４ 実践を通して「行ったこと」 

お楽しみ要素は集客の要素としてだけではなく、「秋田市に住む生活者」として、必要

な情報を得られる内容を選定した。 

また、お楽しみ要素だけではなく、「秋田市日本語教室」の本来の目的である「日本語

習得」を促すための、特別クラスのテーマに関連した日本語のワークと会話練習を組み合

わせた。 

 

５ 実践を通して「考えたこと」 

オンラインでのイベントはニーズが少なく、参加人数は少なかった一方、対面で行った

イベントでは、これまで画面越しでしか見たことがなかった講師や他の学習者と会えて喜

んでいる様子や、個人的に Facebook やメールアドレス等を交換している学習者の姿も見ら
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れ、国籍やクラスを超えて横のつながりが生まれている印象を受けた。   

顔を合わせることで心理的な距離を縮めることができたと好評だった一方、出席率は改

善されていない。通常の授業の内容や手法が学習者のニーズに合っていない可能性も考え

なければならない。 

また、地方の外国人散住地域に住む外国人だからと言って、同じ地域に住む日本人、同

じ国籍の人や他の国の外国出身者と仲良くなりたいという時代ではないのではとも感じ

る。今は SNS 等で他の地域や母国の人とつながることも、常に顔を見て話すこともでき

る。魅力的な日本語教室を作っていくことの難しさを感じた。 

 

６ 実践を通じて、コーディネーターとして果たした役割 

 日本語学習を組み合わせたイベントの企画ができたと思う一方、課題である通常のオン

ライン授業への出席数増加へつなげることができなかった。 

 しかし、２年以上オンラインでのみ日本語教室を実施してきたため、感染対策を十分に

講じた上で対面の機会を作れたことは、参加者同士がお互いをより深く知るための一歩に

なったと思う。 

また特別クラスを開催することで、日頃日本語教室と関わりのない関係機関の方々が

「やさしい日本語」という概念に触れ、理解していただけたことは、地域での多文化共生

に対する意識の醸成、「やさしい日本語」の普及につなげられたと感じる。 

 

７ 地域日本語教育コーディネーターとして自身が大切にしたい点 

 10 年前は秋田市に住む大半が留学生や ALT などを占めていたが、今は技能実習生や日

本人の配偶者など、ある程度長期間、またはこれからもずっと秋田市に住み続ける人に変

化している。秋田市でいきいきと生活する、地域での一員として活躍できる人を増やして

いくためにも、行政としてそれぞれの生活に必要な日本語の習得を支援していく必要があ

ると考える。 

学習者が「日本語が上達し、今まで困っていたことが解消された」と実感できるような

授業、毎回出席したいと思えるような魅力的な教室を運営していくために、講師の方々と

協力してシラバス作りや体制作り、研修会の開催等を行っていきたい。 

 


